
A.臨床的評価および個別化、標準化された知能検査によって確かめられる、
論理的思考、問題解決、計画、抽象的思考、判断、学校での学習、および
経験からの学習など、知的機能の⽋陥。
B.個⼈の⾃⽴や社会的責任において発達的および社会⽂化的な⽔準を満たすこ
とができなくなるという適応機能の⽋陥。継続的な⽀援がなければ、適応
上の⽋陥は、家庭、学校、職場、および地域社会といった多岐にわたる環
境において、コミュニケーション、社会参加、および⾃⽴した⽣活といっ
た複数の⽇常⽣活活動における機能を限定する。
C.知的および適応の⽋陥は、発達期の間に発症する。

【表1】知的発達症の診断基準（DSM-5）
発達期に発症し、概念的、社会的、および実⽤的な領域における知的機能と適応
機能両⾯の⽋陥を含む障害であり、以下の３つの基準を満たさないといけない。


